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Can Singapore survive?
　2016年1月、シンガポールで国立大学の

Lee Kuan Yew 行政大学院長であるKishore 

Mahbubani 教授は、このような疑問を投げ

かけた。シンガポールは、過去25年間、日本

の戦後の高度経済成長とともに、アジアの奇

跡と呼ばれる経済成長を実現してきた。彼

は、今後の25年間において、過去と同様の成

長は実現できるのか、シンガポールは果たし

て生き残ることはできるのか、といった疑問

を国民に問うたのである。

　ちょうどその時に、シンガポールの大学で

教鞭をとっていた私は、同僚たちと、この問

題を巡って議論を交わす機会があった。そ

のテーブルには、4人の教授が座ったが、その

国籍を見れば、韓国出身で米国の大学院で

博士号をとり米国の政府系金融機関に長く

働いていたもの、中国出身で米国の大学院で

博士号をとり米国の大学を経て着任したも

の、米国で生まれ育ち米国の大学で博士号

をとって私同様に数年契約で来ていたもの、

そして私である。この光景から自分たちで

気が付いたのは、ここにたまたま働いている

ものたちそのものが多様な母国語と文化を

持った者たちであり、この多様性こそが成長

の誘因になるのではないかということであっ

た。

　シンガポールの土地の面積は、719㎢とほ

ぼ東京23区と同程度で、人口は2015年に

は約554万人（うちシンガポール人・永住者

は390万人）である。その民族も多様で、中

華系74%、マレー系13%、インド系9%であ

り、公用語は、シングリッシュとも揶揄され

る独特な英語であるが、国語はマレー語であ

り、中国語、タミール語をも話す。宗教は、仏

教、イスラム教、キリスト教、道教、ヒンズー教

と多様である。このような多様な文化と価

値観を持つ人たちが、一つの国の奇跡的な

成長を実現したといってもよい。

　このような多様性をドライバーとして高

い経済成長を実現してきた国が、これから

も生き残っていけるのかという問いは、シン

ガポール社会に大きな論争を生んだ。

成長する局面では、シンガポールは人

もお金も物も、全てにおいて海外に

ドアを開き、その結果として多様性

が増幅された。そのような成功を見

ると、国の外にドアを開くことが、成

長の大きな誘因であったことは確か

である。その多様性は意識して作り

上げたかもしれないが、結果として多

様性が進んだという側面もある。

　シンガポールに着任する前の数年間は、バ

ンクーバーの大学で家族とともに3年間を過

ごした。バンクーバーの大学もまた、一層の

多様性があった。私のバンクーバーの大学

でともに教鞭をとった先生夫妻は、戦中にカ

ナダへと移民してきた方である。自分の生

い立ちを多く語る方ではないが、東欧地域

出身のユダヤ人である彼らは、戦中のユダヤ

政策で自分たちを除きすべての親類が命を

落としたという。その経済統計のクラスには、

カナダはもちろん、中国、韓国、シリア、イラク、

インドなど、さまざまな国から学生が集まっ

てきていた。

　経済の生産性の測定を専門とする私たち

が、日本の高齢化問題について議論を交わ

すときには、生産性の低下と、それを改善す

るためのドライバーが何であるのかというこ

とに集中することは自然なことであった。そ

の一つの結論として、シンガポールのこの四

半世紀の成功と決して多くの産業を持たな

いカナダの成功が、多様性を推し進めた結果

であるということにたどり着いた。それでは、

その多様性はどのように実現することができ

るのであろうか。その政策選択を巡っては、

どの国も挑 戦し、多くの課 題もまた生み出

されていることも確かである。

　1990年代初頭、世界は大きく動いた。戦

後長く続いた冷戦は、東西ドイツの統合や

旧・ソビエト連邦、東ヨーロッパの国々の崩

壊などで、世界地図が大きく塗り替えられさまざまな国から集まるバンクーバーの小学校

多文化共生を考える
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ることになった。一時的には大きく成長し

た経 済システムも、崩 壊を迎える時があっ

た。これらの国では、民族・宗教が異なり、

その対立によって多くの血が流された。私

が初めて海外の地を踏んだのが、1983年に

スポーツ選手として派遣された旧西ドイツで

あった。戦前・戦中の民族政策の反省と併

せて、衰退が始まる東欧社会からの移民、出

稼ぎ労働者が多く集まって来ていた。そし

て、移民を巡る議論が始まろうとしていた時

期でもあった。

　1980年代半ばから1990年代にかけて活

躍された、中国・東欧経済の代表的な経済

学者の一人であった元日本大学教授の佐藤

経明先生が、「日本人が最も理解できないこ

との一つが、民族問題と宗教問題である」と、

東西ドイツが統合されたときにおっしゃって

いたことが、懐かしく思い出される。

　果たして、佐藤教授が指摘されているよう

に単純に比較できるものではないが、多様な

民族・宗教・文化を持つ民族の融合による

成長と、均質性を軸とした成長のどちらに持

続性があるのであろうか。その答えは、さま

ざまな前提条件やその成長を測定する時間

的な尺度で分かれてくるであろう。5年程度

の時間軸で見えることと、25年という時間

軸で見えること、50年から100年またはそれ

を超えた時間軸で見えることは、その評価も

含めて大きくまちまちであろう。

　ただひとつ正しく認識できていることは、

多くの国で高齢化が急速に進み始め、日本

においても、今後の50年間は、確実に人口減

少・高齢化が進むということである。このよ

うな人口減少と高齢化は、どのような問題を

日本の社会にもたらすのであろうか。これか

ら発生する問題、すでに始まっているかもし

れないが、それを克服するためには何ができ

るのであろうか。その中で、均質性の維持と

多様性の拡大はどこまで許されるのであろう

か。

　このような人口減少・高齢化の最も大き

な原因が、「出生率の低下」である。1980

年代後半の米国でも、出生率が大きく低下

する中で、さまざまな論争が起こった。その

ような中で、米国を代表する経済学者であ

る、ハーバード大学のグレゴリー・マンキュー

教 授は、1989年に“The Baby Boom、 the 

Baby Bust、 and the Housing Market”とい

う論文を発表した。その論文では、出生率

の急激な低下と住宅市場との関係を実証的

に明らかにしようとした。得られた結論を

見ると、米国の住宅価格は25年かけて47%

低下するというシミュレーションが示された

のである。

　ここで注意しないといけないのは、彼らは、

住宅価格を予測することを目的としたので

はない。かつて、英国の新古典派の経済学

者の一人であるジョン・スチュアート・ミル

が「富める国の地価は上がり続ける」といっ

たように、住宅価格、地価というのは、一国の

経済力・生産性の代理指標としてとらえるこ

とができるのである。そうすると、マンキュー

教授の予測によれば国力が半分程度になっ

てしまうといっていることとなる。このよう

な問題提起もまた、米国では大きな社会論

争へと発展していった。

　Kishore Mahbubani 教授の疑問に話を戻

せば、彼は、その答えとして、「Yes, No, and 

Maybe」とした。成長できるも、衰退してい

くのも、これからの未来を創っていく経済シ

ステム、政策によって変わるというのである。

米国は、マンキュー教授が予測したような結

果にはならなかった。それは経済理論的な

課題、推計問題としての課題も指摘されたも

のの、米国が大きく社会システムを変えたと

いう政策の影響も大きいであろう。具体的

には、米国は、移民へとドアを開いた。その

後、そのような移民に対して住宅を持たせる

ためのサブプライムローンという低所得者向

けのローンを開発し、米国の住宅需要は持続

的に拡大していった。

　その一方で、2000年代に入ると、そのよ

うなローンが拡大しすぎることで、ローン破

たんが一気に発生し、それに端を発した世界

的な経済危機を起こすこととなった。さら

には、トランプ政権の誕生によってあらため

て移民による社会問題が浮き彫りにされた。

果たして、米国の移民政策は、失敗だったの

であろうか。それもまた経済学者によっても

評価が分かれるところである。

　ただ過去25年間という時間軸で評価すれ

ば、シンガポールの成長、米国の成長を支え

たのも移民であることも確かであろう。以下、

都市の成長とマンキュー教授が注目した住

宅価格をベンチマークとした人口減少と高

齢化の日本経済へのインパクトに基づく政

策選択のシミュレーションを紹介したい。

　何が一国の成長をもたらすのか。

　私たち経済学者は、マクロ経済学の講義

の中で、生産性と経済成長を同じ時間の中

で教えている。生産性とは、1人当たり実質

GDPで測定し、それが大きな国ほど幸福で

あると教える。そして、経済成長率を、「標

準 的な年において、1人 当たりの実 質GDP 

がどれぐらいの速さで成長したかを測定した

シンガポールは成長し続けるのか?

多様性と均質化
― 成長をもたらすもの ―
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もの」と考える。

　そうすると、生産性をどのように測定する

のかということが重要になる。一般的に生

産性は、労働力・資本、そして土地を投入し、

そこから生まれる経済的な付加価値を測定

していく。つまり、労働投入1単位から生産

される財・サービスの量を生産性とし、それ

を経済学の中でも最も重要な指標としてと

らえる。

　その前提には、生産性の成長は生活水準

の向 上に重 要な決 定 要 因を持つためであ

る。例えば、大学における経済教育の現場

で最も利用されている教科書の一つに、前述

のハーバード大学のグレゴリー・マンキュー

教授の『Principles of Economics』がある。

その第一章で、経済学の十大原理の一つと

して「一国の生活水準は、財・サービスの生

産能力に依存している」と教えるのである。

このように、生産性の改善・上昇は、われわれ

の経済活動において最も重視される。さら

に、その集合が一国の経済力・国力を示すの

であれば、人口の大きさと、労働力人口が重

要になることは容易に予想できるであろう。

　それでは、そのような測定の基準に、空間

という概念をかぶせよう。一国の経済成長

をけん引するのは、集積された都市である。

その都市の成長を説明する概念として、「都

市にどのような特徴を持つ人々が居住する

か、そしてそれがどう移り変わっていくか」

が、都市の成長に深く関わりあっているとい

う考えが注目され始めている (Storper and 

Scott (2009))。

　かつて、Jacobs (1969） は、都市の定義

とは「多様な人が集まり、交流が生まれるこ

とで情報の交換が促され、互いに刺激を与

えあうことが可能となる地域」であるといっ

た。多様な人々の交流と融合によって、「独

創的なアイデアや技術が生み出され、結果と

して持続的な成長を可能とする」とした。

　そうすると、多様性の増幅ほど成長をもた

らす機会が生み出される確率が高くなると

考えてもよいだろう。しかし、この多様性は

どこまでが寛容されるのであろうか。統計学

者である私の言 葉でいうと、どの程 度の分

散、つまり平均値からのかい離を社会が受け

入れ、その分散は平均値に収束していくのか、

それとも発散していくのかということが重要

になるものと考える。

　この点は、最も重要な論点の一つとなるた

めより正確に重ねて書けば、多様性、つまり

分散の大きさが成長を促すように作用する

といっても、その多様性とは、同じ言語を話

す単一民族・単一宗教といった一定の範囲

の中での分散を意味しているのか、言語の民

族も、宗教をも超えた分散を言っているのか、

そのような分散の大きさを経済の成長性と

併せて多数の国民が心地よいと考えるのか

どうかといったことで、その判断は大きく異

なることとなってしまう。さらには、政策の

ような一時的に人工的に作り上げた分散の

拡大も、時間の経過の中で小さくなっていく、

つまり同化していくのか、それともその分散

は時間が経過しても一定となるのか、さらに

は拡大し対立構造を生むような事態にまで

至るのかといったことも慎重に考えないとい

けない。

　人々の移動を考えたときに、どのような国

そして都市が選ばれるのであろうか。どのよ

うな国または都市から人々は逃げていこう

としているのであろうか。

　第二次産業または第三次産業を中心とし

た経済システムでは、都市に資本が集積し、

そこで雇用の機会が拡大し、人々が集積し、

さらなる都市の成長、国の成長がもたらされ

た。しかし、成熟した段階での現在における

都市の成長について、Clark (2004)は、かつ

ての都市のあり方とちがって、土地でも資本

でもなく、人々の創造的なアイデアこそ経済

の成長における最も重要な原動力であると

説いた。

　集積した都市では、人々が持つ知識やアイ

デアというものは、人々の間での伝達や共有

が際限なく広がり、繰り返され、かつ他のア

イデアと結びつくことで新しい発想が生ま

れ (Storper and Scott （2009）)、一層集積

が生まれる中で、さらに新しい創 造 的な知

識やアイデアを生み出すことで、持続的な発

展を可能にすると考えられている (Jacobs 

（1969））。

　そうすると、都市の成長を支えうる創造性

豊かな人材(creative class)の移住を促す

ことができるのかどうかといった点が、都市

または国の成長の最も重要な要素となる。

　Glaeser, Kolko and Saiz (2001)や 

Adamson et al. (2004)では、創造的な人々

は居 住 地を選ぶ際に、高い賃 金や安い家 賃

などの経済的側面よりも、文化的側面 ―特

に都市アメニティへのアクセスに代表される

生活の質―を重視する傾向が強いと主張す

る。具体的には、映画館、レストラン、壮麗な

建物や質の高い学校、図書館、美術館といっ

たハード面だけでなく、活気に満ちた音楽や

アートのコミュニティがある、気持ちがワクワ

クする出会いの機会があるなどといったソフ

トのインフラも重要になることは言うまでも

ない（ Silver, Clark and Navarro（2010））。

　つまり、文化的消費の機会が都市の中に

どれだけ存在しているのか、といったことが

重要になるのである。今の多くの世界の成

熟したスーパースター都市では、労働集約型

の企業が退出し、情報と知識集約型産業が

参入する中で、都市の成長をけん引する人々

の生活において、要求されるお金と時間の消

費の機 会の選 択 軸が大きく変 化し (Fogel 

(2000))、都市は生産のための場所であるこ

とも大切であるが、消費をする場としての機

能が一層強く求められているといってもいい

(Glaeser, Kolko and Saiz (2001))。

選ばれる国、選ばれる都市



167ESSAY

　文化的消費の機会が都市の持続的な成長

を支え、多くの消費をするとりわけ富裕層や、

創造的な人材を惹きつけるためには「多様

性」の豊かな文化的消費を可能とすることが

重要であることが指摘されてきた (Shimizu

et al.(2014)、Yasumoto, Jones and Shimizu

(2014)、 Florida (2002))。

　ここでも「多様性」というものの重要性が

指摘されることになる。それでは、日本とい

う国を見たときに、日本を代表する都市であ

る東京を見たときに、または、それ以外の都

市を見たときに、創造性豊かな人材(creative 

class)をどれだけ惹きつけることができるの

であろうか。確かに海外からの観光客は年々

増加している。観光といった分野では、既に

日本は、また多くの都市は、選ばれる国、都

市として成長をし続けている。

　「おもてなし」、「爆買い」、「Made in Japan」

などといった言葉からも連想できるように、

日本人が提供する「財・サービス」への「消

費」は、国際競争力を持つ選ばれる存在に

なっている。それでは、国や都市の成長を促

す「生産」の場としての国や都市といった意

味ではどうか。東京、ロンドン、パリ、フラン

クフルト、ニューヨーク、ボストン、シアトル

といった都市が並べられたときに、創造性豊

かな人材(creative class)となる候補となる

若者が留学しようとしたときに、どの都市を

選ぶであろうか。彼らが、永住して働く場所

を選ぶとしたら、どの都市を選ぶであろうか。

かつては、多くのアジアの優秀な学生が、東

京を目 指して留 学してきた時 代があった。

しかし、現在では、最も優秀な層は日本を通

り越して欧州や米国の都市を選び始めてい

るように、日本がドアを開いても、創造性豊

かな人材(creative class)は日本を選ぶ確率

は極めて小さいかもしれない。「消費」の場

だけでなく、「生産」の場として選ばれる国、

都市になるために何が欠如しているのか、あ

らためて政策的にも議論を始めないと、日本

人だけの成長では限界が来るときも近いの

ではないか。

　Kishore Mahbubani 教授の議論の背後に

は、シンガポールでも本格化してくる高齢化

という波が、国をどのような変えていくのか、

その高齢化によってもたらされる国民の社

会への依存度の高まりを、国は支え続けるこ

とができるのかということにあった。

　Shimizu et al.(2015)では、マンキューと

同様に、地価に注目し、どのような経済的な

インパクトがあるのかと併せて、政策的な対

応可能性をシミュレーションしている。

　Shimizu et al.(2015)、Tamai, Shimizu 

and Nishimura(2016)が、地価または資産

価格に注目しているのは、住宅が家計の最も

大きなウェイトを占める資産であると同時

に、国の成長力、または生産性の代理指標と

してわかりやすいためである。

　資産価格の大きな動きは、「潮」と「波」で

例えることができる。住宅市場における人

口変動要因のような長期的に緩やかに変動

する要因は「潮」の部分となり、この「潮」の

上に各年の経済活動のような短期的に変動

する「波」の動きが加わる。実際の住宅価格

の変化を注意深く眺めれば、毎月毎月また

は日々の経済活動やニュースなどによっても

変化する。時としては、バブルといった津波

をも生み出す。しかし、バブルもまたあくま

でも泡にしか過ぎない。つまり、このような

動きは短期的なものとしてとらえる。

　そして、ある個 人の生 涯を大きく二つの

世代に分けて考えれば、ある個人は現役時

代では資産を形成し、高齢期に入ると形成

された貯蓄（資産）を切り崩し、消費を行う。

その資産の形成期において、住宅資産は、現

預金等と比較してインフレによって目減り

することも少なく、人々にとって安全な資産

の一つと考えられる。住宅を保有することで、

最終的には子世代に渡す対価として養って

もらうことができるかもしれないし( 遺産動

機)、住宅を売却して高齢世代における消費

に充てるなどの可能性も考えられる。その

ため、現役世代によって新規の住宅需要が

生み出されることになる。

　そうすると、それを実証的に明らかにして

いこうとすると、生産年齢人口（現役世代人

口）が増加すると、資産需要（住宅需要）が

押し上げられ、また、生産年齢人口に占め

る高齢世代人口の数が増加すると、資産需

要（住宅需要）は押し下げられるといった

ことを想定する(Takáts (2012)、 Saita, et 

al.(2013)、 Shimizu et al.(2015))。

　Shimizu et al.(2015)の政策的なシミュ

レーションを中心に紹介しよう。この研究

では、住宅価格の変動を、1人当たりのGDP

と総人口、そして生産年齢人口に占める65

歳以上人口として定義される「老齢人口依

存比率」によって、長期的な変動の多くの部

分が説明できることを明らかにした。

　そうすると、経済成長率がない(0%)とい

う仮定の下で、将来の人口の変化、老齢人口

依存比率の変化が予想されれば、将来の住

宅価格をシミュレーションすることができる。

将来の住宅地価格のシミュレーションに利

用する人口要因は、「国立社会保障・人口問

題研究所」によって公表されている。その予

測値を見ると、2020年、2030年、2040年の

予測値は、日本全体の合計では、総人口は

2010年の約1.26億 人から2040年には約

1.07億人まで、約15% 減少する。年齢別の

内 訳を見ると、20~64歳 人 口は2040年ま

でに約27% 減少する一方、65歳以上人口は

2040年までに約33%の増加が見込まれ、老

齢人口依存比率は2010年に0.39であった

ものが2040年には0.72まで上昇する見通

しである。

　このような人口要因の将来予測値をもと

少子高齢化がもたらす
日本の未来
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に、将来時点における住宅地価格のシミュ

レーションを市 町 村 別にすると、2010年

時点の価格を1とした場合、全体の約半分

の地域では、2020年時点で住宅地価格が

約0.8以下（約20%の価格下落）、2030年

時点で同約0.7以下（約30%の価格下落）、

2040年時点で同約0.6以下（約40%の価

格下落）との結果が示された。

　このような人 口 要 因の変 化による住 宅

地価格の将来予測をベンチマークとして、3

通りの政策対応による効果についてシミュ

レーションをした。

　第一は、移民へとドアを開いた時の効果

である。2010年時点の経済力を維持するた

めに必要な移民（外国人労働者）の受け入

れ人数を推計した。

　第二は、高齢者にドアを開いた効果である。

とりわけ65歳以上の世代の労働力を活用し、

定年を65歳から70歳あるいは75歳まで引

き上げた場合に、どの程度の生産性に対す

る貢献があるのかを見た。

　第三は、女性にドアを開いた効果である。

眠っている女性の労働力を活用し、女性の

就業率を男性と同水準まで引き上げた場合

の効果を測定している。

　得られた結論は次のとおりである。

　第一のシミュレーションは、移民受け入れ

政 策による対 応の効 果は、2010年 時 点で

20~34歳である外国人を受け入れ、2040年

まで日本に居住する場合や、2010年時点で

35~64歳であるが、2040年までの間に65

歳に到達した段階で国外へ移動し、同人数

分の20~64歳の移 民の受け入れを同 時に

行うといった仮定とともに、受け入れた移民

の子世代が20歳に到達した段階で、追加的

に1人の移民の受け入れを行ったのと同等

の効果が発生することを想定している。

　このような仮定の下で、各地域において

2010年時点と同水準の経済力を維持する

ために必要な移民の受け入れ人数をシミュ

レーションすると、全国合計の結果を見ると、

2010年と同水準の経済活動を維持するた

めに必要となる移民受け入れ人数は、2040

年までに約4000万人、1年当たり約130万

人の受け入れが必要ということがわかった。

これは、移民受け入れ後の総人口に占める

割合として見ると、2040年までに27%、約4

人に1人が新たに受け入れを行った移民と

なることを意味している。

　第二のシミュレーションは、高齢者世代の

労働力の活用政策による対応の効果である。

ここでは、定年を65歳から70歳あるいは75

歳まで引き上げることで、人々の生涯所得が

増大し、社会への依存度を低下させるととも

に、生産性に寄与するということを考える。

このような仮定の下で計算すると、2040年

時 点の結 果を見ると、2010年 時 点を1と

した場合、定年を70歳まで引き上げること

で、全体の約半分の地域で住宅地価格が約

0.78以下となり、政策対応を行わない場合

の同 約0.62以 下と比べると、1683地 域の

中 央 値 周りで約16%ptの価 格 押し上げ効

果を持つことが確認された。同様に、定年

を75歳まで引き上げることで、全体の約半

分の地域で住宅地価格が約0.98以下となり、

政策対応を行わない場合と比べると、中央

値 周りで約36%ptの価 格 押し上げ効 果を

持つ。

　第三のシミュレーションは、女性の労働力

の活用政策による対応の効果である。ここ

では、年齢階層別に、女性が男性と同程度

の労働参加率になった時の効果を見ている。

その2040年時点の結果を見ると、2010年

時点を1とした場合、女性の就業率を引き上

げることで、全体の約半分の地域で住宅地

価格が約0.72以下となり、政策対応を行わ

ない場合の同約0.62以下と比べると、1683

地域の中央値周りで約10%ptの価格押し

上げ効果を持つことが確認された。

　要約すると、女性の社会進出の効果は一

定程度存在するものの、その効果は定年を

70歳まで引き上げる効果よりも小さい。と

りわけ、定年年齢を75歳までに引き上げる

ことの効果が顕著に大きいことが明らかに

なった。また、移民については、年間130万

人の規模で受け入れをしていかなければ、経

済活動の規模を維持できない可能性がある

ことが示されている。

　どのような選択をしていくのかは、われわ

れ国民にゆだねられているが、働き方改革に

代表されるように、労働市場の改善は誰もが

その必要性を認めるところではあるが、定年

の延長や移民に至っては、慎重な議論が必

要となることは言うまでもない。繰り返しと

なるが、感情論的な議論だけではなく、この

ような定量的な効果も踏まえて、政策選択

を実施していくことが重要になるものと考え

る。

図：2010 - 2040年の地価下落率
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　移民・高齢者・女性に対して、ドアを開く

ことの重要性は誰もが認めることであろう。

2017年1月に、友人で米国の移民問題の第

一人者の一人であるワシントン大学教授の

ジェイコブ・ヴィグドウがシンガポール国立大

学に客員として訪問してくれ、私の研究室の

隣で数日間を過ごしてくれた。彼の研究は、

代表的な著書の一つである『移民からアメリ

カ 人へ: From Immigrants to Americans』

でも指摘しているように、移民の米国への市

民的・文化的同化である。

　かつての米国では、多くの移民を受け入れ

てきたが、彼らは時間の経過の中で英語を

話すようになり、米国国民として同化してい

く努力を怠らなかった。しかし、近年におい

ては、急速な多様化が進む中で、同化できな

い市民が増加してくることが多くの対立も

生まれてきたことを指摘していた。

　彼と、前節でのシミュレーションを議論し

た時に、急速な進む日本の高齢化と人口減

少から起こると予想される日本の経済生産

力の低下を改善していく中での選択肢とし

て、移民の可能性を議論したことに評価しつ

つも、それを進めるとしてもその速度と制度

設計が極めて重要であることを示唆された。

　移民に対してドアを開くとしても、急速に

進めてしまえば、単なる経済力の確保だけと

なり、文化的な摩擦が生まれる。受け入れ

る国としてのインフラを整備することは極め

て重要となる。私自身が外国人労働者とし

て働いた経験から言えば、私自身の環境よ

りもむしろ、家族の環境の方が重要となる。

子供の学校、家族の医療、地域社会との接点

を深める交流機会などである。バンクーバー

を例に挙げれば、市の教育委員会は英語の

能力に応じて段階的に現地の学校へとなじ

ませる施策をとり、学校生活における親への

サポートも、中国人や韓国人に対しては大切

な会議では通訳を付けるなど、ソフトのイン

フラも整備されていた( 残念ながら日本語

のサポートはなかったが)。コミュニティセン

ターでは、英語のクラスや地域との交流が進

められる場が多く提供されていた。

　高齢者・女性に対してドアを開く努力は、

既に働き方改革と併せて政策が進められて

いる。保育所の拡大・充実などもその一つ

である。ここに、さらに移民も含めたドアを

開く努力、社会インフラの整備と併せて議

論を始める時期に来ているものと考える。

　この問題は、日本人は何を許容していくの

か、といった問題へとつながる。日本は、マ

タニティハラスメントなどといった言葉が出

てきたように、女性に対しての許容もできな

くなってきているのであろうか。お年寄りを

大切にしなさいという言葉は小学校の道徳

で学んだことであるが、高齢者雇用を進めよ

うとしたときに、雇用の現場で体力的にも低

下してきている高齢者への許容がどこまでで

きる社会になっているのであろうか。外国人

労働者が同僚として働くときに、または地域

の住民として受け入れたときに、それをどこ

まで許容する努力をする社会システムが作

られているのであろうか。

　そのような努力は、未来の日本人にも影

響をもたらす。移民の問題を考えるにあた

り、受け入れ国としての日本について議論さ

れることがほとんどであるが、日本人が移民

となって出ていくことも想定しなければなら

ない。「生産」の場として、優秀な多くの友

人たちが、海外の大学を拠点に置きつつあ

る。学びの場としても、日本の大学ではな

く、海外の大学を将来の「創造性豊かな人

材(creative class)」の候補者たちは選ぶ確

率が上昇している。

　戦前の日本人も、海外に移住していくこ

とがあった。または、経済力の弱い地域から、

出稼ぎといわれるように、一定期間を経済

力の強い地域で働くことも一般的であった。

日本に定住する魅力が低下すれば、経済力

が低下し、働く場が日本からなくなれば、日

本から「創造性豊かな人材(creative class)」

が流出していくこともあろう。出稼ぎに海外

に行かなければならない日が来るかもしれな

い。加えて、何らかの国際的な紛争に巻き

込まれて、日本人が難民になる確率もゼロで

はない。その時に、現在の日本の努力が、未

来の日本を出ていく日本人の環境に大きな

影響をもたらすことも視野に入れておかなけ

ればならないであろう。

　日本人は、近未来においてどこに住んでい

るのであろうか。

清水千弘（しみず・ちひろ）日本大学スポーツ科学部教授・マサチューセッツ工科大学不動産研究センター研究員。東京工業大学大学院理

工学研究科博士後期課程中退。東京大学博士（環境学）。専門は、指数理論,ビッグデータ解析。リクルート住宅総合研究所主任研究員、

麗澤大学経済学部教授を経て現在に至る。

PROFILE

日本は何を許容していくのか ?
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　「寛容」という言葉を聞いて思い浮かべ

るのは、横浜・本牧にある一軒の角打ち（立

ち飲みのできる酒屋）だ。私はお酒があま

り飲めないので、一人で酒場には行くこと

はほとんどない。でもここは居心地がよく

て、ふと足が向いてしまう。缶ビール1本

でおかきをつまみながら、常連さんたちの

お喋りに耳を傾ける。

　その角打ちはほぼ全員が常連客。港湾

関係の仕事をする50代以上の男性が多

く、時たま同世代の女性が交じる。常連

客のひとりを20ほども年下の奥さんが小

学生の息子を連れ、手料理を携えて迎え

に来ることもある。横浜に赴任している

米国人たちとその飼い犬のテリアもやって

来る。そんな時は下手くそな英語と流暢

な日本語が飛び交い、誰かが慣れた手つ

きでおつまみの6Pチーズを犬にやる。10

人並べばいっぱいになってしまうカウン

ターには、たいてい誰かの持ち込んだつま

みやお菓子が、誰でも食べられるように広

げられている。

　常連さんの中には気安く話しかけてく

れる人もいるし、会釈だけの人もいる。皆

「港の男」のイメージに違わずちょっと

荒っぽいが、話せば素朴で優しい人たちだ。

お互いの住まいや家族、仕事の話もするけ

れど、相手が訊かれたくないようなことは

訊かない。久しぶりに顔を出した時など

おごってくれることもあるが、理由なくお

ごられることはない。

　父親の代から本牧生まれ育ちの人や、

何十年も前に別の土地からやってきた人

がほとんどだが、私のようなヨソモノに対

しても柔軟なのは、港町らしい気質といえ

るかもしれない。二十歳すぎでこの酒屋

に嫁いで50年以上が経ったというママさ

んは、手づくりのきんぴらを出してくれな

がら「自動車の工場があった時は、コロン

ビア人のお客さんがたくさん来てたのよ」

と話す。彼らもきっと、この懐の深さが心

地よくて集まってきたに違いない。

　常連同士けんかをすれば、誰かが別の店

に呼び出して諌める。お店は16時頃から

徐々に人が集まり始め、19時に閉店する

とサァーッと解散する。高齢のママさん

への気遣いが感じられる。皆、酔っぱらっ

てはいるが根っこがさわやかなのだ。付か

ず離れずの距離感がちょうどいい。

　横浜の「本牧」というエリアは、元町・中

華街のある石川町と根岸の中間に位置す

る。市内18区の都心・中区にありながら、

徒歩圏に鉄道駅がない。そして80年代初

頭まで、第二次世界大戦後にその多くを

接収された「日本の中のアメリカ」だった

港のそばの酒場で

フェンスの向こうの
アメリカ

米軍の将校らの住宅地跡につくられた本牧山頂公園からの眺め。当時は眼下にも米兵たちの住宅地が広がっていた。海岸線は遠ざかり、埋立で生まれた工業地帯が広がる（写真：菅原康太）

アメリカがあった街 劇作家  石神夏希

ESSAY
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（ちなみに中区は現在でも、市内で外国人

人口が最も多い区だ※1）。

　戦前までの本牧は、小さな半農半漁の

村だったという。「和田山」という小高い

山を中心に海にせり出すような地形で、オ

レンジ色の美しい崖は、黒船で来航した

ペリーたちによって「マンダリン・ブラフ」

と愛称された景勝地だった。夏は潮干狩

りや海水浴を楽しむ人でにぎわうと共に、

外国人用の遊歩道が建設され、乳牛や野

菜を育てる牧場がつくられた。だがそれ

が「本牧」という地名の語源になったのか

と思えばそうではなく、もっと昔には御料

馬を育てる牧場があったという説もある。

実際、本牧には450年以上前から今も続

く「お馬流し」という祭りがあり、古くか

ら牧畜に縁の深い土地柄だったことを伺

わせる。

　だが終戦と同時に、風光明媚な漁村

だった本牧は米軍に接収され、軍人とそ

の家族たちのための住宅地が建設され

た。米兵向けの店やバーが多く生まれ、柳

ジョージが歌った「フェンスの向こうのア

メリカ」の時代がやってきた。当時を知る

地元の人々が語る思い出話には、敗戦の

苦さ悔しさと共にアメリカ文化への憧れ、

当時最先端の文化に触れてきた自負が漂

う。本牧には現在でも当時から続く伝説

的なライブハウスや、ドルの使える衣料品

店があったりもする。

　1970年代に入ると、すぐそこまで迫っ

ていた海は工業用地として埋め立てられ、

横浜が今日のような一大都市に発展す

る端緒を開いた。刑事ドラマの舞台とし

て有名な本牧埠頭も、この時に生まれた。

と同時に本牧・根岸

の漁業従事者の多く

は、先祖代々のなりわ

いを捨てるという苦

渋の選択をせざるを

得なかった。本牧市

民公園や根岸駅前に

今もひっそりと建つ

記念碑には、横浜市

の発展を願って身を

引いた関係者の思い

と、かつての海岸線が刻まれている。

　そして1982年、本牧の接収地は日本

に返還された。跡地を開発して生まれた

ニュータウン「マイカル本牧」は日本にお

ける郊外型ショッピングモール（その起源

もまたアメリカだ）の走りとなった。海外

の一流ブランド店が軒を連ね、ブティッ

クホテルや億ションが立ち並ぶ一等地。

ニューヨークの本家と提携したアポロシア

ターまであったと聞く。

　だがバブル崩壊とともに徐々に空きテ

ナントが増え、ゴーストタウン化。経営破

綻したマイカル本牧はイオンに買収された。

地下鉄の延伸の話が持ち上がったことも

あるが、さまざまな理由により頓挫。以後、

現在に至るまで鉄道駅がなく、隅々まで張

り巡らされた路線バスが唯一の公共交通

機関。中心地は最寄り駅からバス10分で、

「陸の孤島」とも「横浜の奥座敷」ともいわ

れる特異な地域だ。

　私が本牧に関わるようになったきっかけ

は、2013年から始まった「本牧アートプロ

ジェクト」という文化事業だった。最初の

3年間は演劇作家として参加し、4年目と

なる2016年にはディレクターとしてコン

セプトや企画に携わった。

　その中で、2年間にわたって地域の人と

共に製作・上演したのが『ギブ・ミー・チョ

コレート！』という演劇作品だ。本牧に

暮らす人々を集め「秘密結社」を結成する。

観客はまちの各所に “潜伏”している彼ら

を探しチョコレートを受け取る。まちを

劇場に見立てた観客参加型の作品である。

　結社のメンバーは公募せず、対面の紹介

のみで少しずつ増やした。芋づる式に老

若男女いろいろな人と出会い、彼らの暮ら

しぶりや本牧で暮らす理由を取材するう

ち、このまちに積み重ねられてきた物語の

「地層」がだんだんと見えてきた。以下、イ

ンタビューから一部を抜粋して紹介する。

………………………………………………

ぼくは上海育ちの横浜育ち。おむつして
帰ってきてるんだから、一歳ちょっとくら
いかな。父親は軍人。母親の親が満鉄
に勤めてたんで、向こうで生まれて帰って
きたんです。3歳位からかな、父が日本鋼
管という製鉄会社に勤めてたから鶴見に
行って、昭和24年か25年かな。こっちで
幼稚園行ったんだから。
ぼくらは、まさに「ギブ・ミー・チョコレー

返還、
ニュータウンの開発と発展 異なる時代背景に根ざした

多様なコミュニティ

※1　平成29年1月末現在 http://www.city.yokohama.lg. jp/ex/stat/j inko/non-jp/new-j .html

本牧アートプロジェクト2015・2016で上演された『ギブ・ミー・チョコレート！』。参加者
は指示書をたよりに、まちに潜伏する秘密結社のメンバーを探して歩く（写真：菅原康太）
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ト」って言ってましたからね。ハーシーズ
の板チョコ。

ここがまさに全部フェンスがずっとあっ
て、中は芝生がばーっと、きれいな家が
ちょんちょんちょんとあって、そこで家族
がBBQやってて、ぼくらはそれを美味しそ
うだなって眺めてて。道路はほとんどアメ
車。だから学校の帰りに友だちと、次に来
る車はなんだ？シボレーだ！って当てっ
こして、負けたらカバンを持つ。門があって、
そこに番兵があるわけ。通してくれないの。
だけどぼくら子供たちはすばしっこいから、
後ろ向いた時にぴゅっと入って、野球しよ
う！って。Hey, baseball!って。高校の時
なんかアメリカ人のお母さんに「あんたう
ちの子に、英語教えてくれない？」って頼
まれたりしてね。日本人の学生は文法が
できるから、文法を教えてほしいと。

………………………………………………

ここは昔ね、米軍の将校さんの別宅だった
んですよ。
本牧に基地があって、住宅があって、偉い
人はみんな、みんなじゃないだろうけど、別
宅をもって日本人のお妾（めかけ）を住ま
わせていて。道から見えない、路地の家
じゃないと都合が悪くなるから。僕が子
供の頃も、ひっそりといましたねえ。
………………………………………………

やっぱりすごくアメリカにかぶれていたか
ら、ハウスが返還になる前になんかいいも
のないかなって中にはいって。ワーゲンで

グルグル回って、車だけナンバープレート
が分からないようにして停めて。ポンプス
テーションに、いい看板を見つけちゃった
んだよね。釘なんかも全部その場で外して、
持って帰ってきた。今でも持っているから、
機会があったら見してやるよ。

………………………………………………

小学生の頃は、放課後は川に行って魚を
釣ってさ。ハゼみたいな、それ持って帰っ
て、食べたりできたんだよ。そういうのが
楽しかったな。あとはさ、今のイオンのあ
たり、アメリカの車がずらーっと並んでい
たんだよ。羽が生えていて、すげーかっこ
いいなって思ったね。だから、その時から
だな、車が好きなんだよ。小学校の上の
方になったら、土曜日とか半日で終わるん
だよ。だから昼からずっと車見て、それで
夕方帰るっていう、そういう感じだったな。
近くに修理屋さんとかもあって、車のパー
ツを磨いたりしててさ、俺はやらなかった
けど、見てるだけなんだけど、ずーっと居て
も全然飽きなかったな。

………………………………………………

アメリカのグッズ、たくさん持ってるよ。
ファーファとか、シンプソンとか、スター
ウォーズとか。大好きだから家にたくさん
ある。うちの旦那さんは、ワッペンをジャ
ンパーにつけたり、ジープにステッカー貼っ
たりしてた。ジープは結婚してから買っ
たんだけど、みんなでキャンプ行ったり走
りに行ったり。子どもと一緒に音楽ガン

ガンかけながら。だから染み付いちゃうよ
ね。オーディオが好きだから、ジーブの後
ろにスピーカーつけてた、そのせいで中古
で売ったらすごく安かったけど（笑）。

おじいちゃんも旦那さんも、マニアックな
人たちだから。本牧の人がそうなのかな、
こだわりのある人多いかもね。

本牧ってワルいイメージもあったけど、ア
メリカっぽくて、楽しいイメージで。旦那
さんが本牧出身だから、結婚する前に、旦
那さんが車で連れてきてくれたの。本牧
なんて車じゃないと来れないでしょ。東横
線も桜木町止まりじゃない。バスでなん
て来ないでしょ。

………………………………………………

ここは全部、漁業組合が管理してたところ
なのよ。ここが海岸線なんで。250軒が全
部、漁師なんですよ。漁師が地主なんです
よ。それを横浜市に区分けされて。

埋め立てられたのは産業道路から向こう、
あの川のところから向こうが。自分も（漁
師を）やるつもりでいたの。そしたら埋め
立てになって、終わっちゃったわけ。高校
行かないで、漁師やろうと思って試験受け
なかったら、なくなっちゃって。けっこう
多かったんですよ。漁師の仲間ね。ほと
んど中学で、漁師やるっていう。だけどダ
メになって、就職試験も全部終わっちゃっ
てたんで、知り合いの人に頼んで、縁故で

左：フェンスの向こうのアメリカ。 右：本牧PX（物品販売所）。どちらも1981年撮影（写真：長沢博幸）
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オフィス家具屋に入ったんだけどね。

………………………………………………

（接収地は）小学校に通う時に塀越しに
見るくらいで。PXやボーリング場があっ
て。「憧れ」っていう思いは、私たちの世代
はなかったな。日本も豊かになっていたか
ら。フェンスの向こうに渇望するものが、
それほどなかった気がします。外人ハウス
が返還されたこともあまり覚えていなくて、
ハングリータイガーやデニーズができたり
して、よくある日本の風景にだんだんと変
わっていった。
イオンやサティができたのも、映画館がで
きて閉館したのも、全部（自分の感覚では）
最近の出来事なんです。

………………………………………………

私たちが引っ越してきたのは初期のころ
なんですけど、何にもなかったので、子ども
会も自分たちで作ったりしました。大変
だったけど、楽しかったですね。うちなん
か主人がほとんどいなかったですし、実家
も遠かったけれど、子育てするにはすごく
いい場所でした。

………………………………………………

お嫁に来て、ずっとここ。お義母さんの持
ちアパートなんですよね。お祖父さんと父
親が元漁師なんですよ。お父さんの方は

途中で日産に入って。
夫はもう、ここ（本牧）しか知らない。生
まれも育ちも。たぶん死ぬまで本牧しか
知らないんじゃないかな。がんこ。漁師町
の子だな、って感じ。東京あんまり行か
ないし。猫みたいに半径何キロの範囲で
生きてるみたい。

………………………………………………

本牧ってすごいなと思って。横浜市中
区なのに、伝統とか文化とか持っていて、
ちょっとした村なのに、閉鎖的ではなく
て。ウェルカムでオープンだから、横浜す
ごい、って。

………………………………………………

　なお本稿に掲載することはできなかった

が、「ギブ・ミー・チョコレート」という言

葉に対してネガティブな思いをもつ人も

多い、と話してくれた人も複数いた。だが

同時に、地域にとって悪いことばかりでは

なかった、とも。一般的に「負の歴史」と

された言葉ではあるが、そこには苦さや痛

みはもちろん、憧れや楽しさも織り交じっ

たさまざまな感情・記憶が隠されている。

その多様さ・複雑さを、その土地で暮らし

てきた人々の語りを通じて徐々に実感す

るようになった。

　占領時代の象徴である「ギブ・ミー・

チョコレート」という言葉が鍵となって、

異なる時代背景の扉

が開き、その間を行き

来する。制作過程の

リサーチを通して、そ

んな体験をした。

　今もまだ鮮やかなア

メリカの記 憶を語る

人もいれば、子育てを

機に返還後のニュー

タウンに移り住んだ人

たちもいる。漁師にな

るはずが埋立で諦めるしかなかった人もい

るし、バブル崩壊後に生まれ、かつての本

牧の華やかさを知らない子どもたちもいる。

同じ時代の同じまちに生きながら、それぞ

れが異なる「地層」に根を生やし、多様な

アイデンティティを育んでいた。

　インタビューを重ねる中で、しばしば「本

牧はいろいろな人がいて住みやすい」とい

う声を聞いた。私たちは他者と接する中

で自分を発見する。そして「寛容」は他者

に対する前向きな諦めからはじまる。誰

もが自分なりの居場所をもつことが現代

の都市生活を心地よく生きる術（すべ）な

らば、異質な者同士の共存の歴史の上に

まちのアイデンティティを築いてきた本牧

に学ぶことは多い。まちは一体、誰のもの

なのだろうか？本牧の住み心地のよさを

育んだのは「所有意識」ではなく、「愛着」

や「誇り」だったに違いない。

　私たちに多様な社会を“選ぶ”ことはで

きるのだろうか？選ぼうが選ぶまいがそれ

はすでに起こっていて、これからも多様性

は増大していくだろう。たとえ世界各地

で異質なものを排除しようとする嫌悪が

高まっていても。他者と出会った時、軋轢

や葛藤は必ず起こる。本牧のまちも、その

土地の物語を大きく（しばしば暴力的な

形で）塗り替えられてきた。そのたびに痛

みは起こっただろう。傷ついた人がいる

以上、すべてを善しとすることはできない

が、本牧の人たちが今「いろいろな人がい

て住みやすい」と言うとき、私たちの未来

を思って少し勇気づけられる。

　先の立ち飲み屋の近所に、今も地域住

民によって守られている村墓地がある。

そこにはなぜか、鳥取藩士たちゆかりの墓

寛容は前向きな諦めから
はじまる

マイカル本牧のあった「和田山口」バス停前。イオンに変わった現在も、複数路線が乗り
入れ乗降客の集中するターミナル。日中は数分おきにバスがやってくる（写真：菅原康太）
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［インタビュー協力］乳井 勇、上野 光波子、鈴木 亜土美、須藤 泰次郎、久保美保、横内雅一（本牧けいきや）、寺道健一朗（メリ～ゴーランド研究所）、大黒幸美、

大久保 箇子（大鳥中学校コミュニティハウス）、NPO法人 Off site Dance Project、本牧アートプロジェクト実行委員会、ペピン結構設計
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が残っている。墓守の女性によれば、ペ

リー来航の際、国の一大事を守るため全

国の藩から横浜に人が集められ、本牧あ

たりには熊本藩、後に鳥取藩が配置され

たそうだ。そうして鳥取からはるばるやっ

てきた人たちが帰れなくなったのか、帰ら

なかったのかわからないが、本牧の地で生

涯を閉じた。後世になって、彼らを弔うた

めその墓が建てられたらしい。

　ある土地で暮らす理由はさまざまだ。

自分の意思で選んだ人もいれば、選べな

かった人もいる。やむを得ずやってきて、

後から “選び直す”人もいる。変わり続け

る風景を見つめ、外から来る人間を迎え

入れる人もいる。あらゆる街角にあの酒

場のような場所があってほしい、と願うの

だ。私たち一人ひとりが、互いの「ここで

暮らす理由」に耳を傾けるために。

石神夏希（いしがみ・なつき）劇作家。1999年より劇団・ペピン結構設計を中心に活動。近年は横浜を拠点に国内各地の地域や海外

に滞在し、都市やコミュニティを素材にサイトスペシフィックな演劇やアートプロジェクトを手がける。また暮らしやまちづくりに関する

リサーチ・企画、アートNPO『場所と物語』理事長、遊休不動産を活用したクリエイティブ拠点『The CAVE』の立ち上げなど、空間や都

市にまつわるさまざまなプロジェクトに携わる。

PROFILE

写真（左）：長沢博幸
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